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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第81期

第３四半期連結
累計期間

第81期
第３四半期連結
会計期間

第80期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 20,661,433 6,639,578 21,744,462

経常利益（千円） 1,530,809 542,188 457,404

四半期（当期）純利益（千円） 841,409 314,271 247,249

純資産額（千円） － 4,554,714 3,819,120

総資産額（千円） － 14,087,456 13,990,315

１株当たり純資産額（円） － 284.82 238.74

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
52.63 19.66 15.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 32.32 27.28

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△749,242 － 1,535,360

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△431,777 － △215,377

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
362,817 － △260,871

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 1,063,703 1,881,905

従業員数（人） － 209 198

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 209 (20)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は、(　)内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 110 (7)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、(　)内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】
(1）生産実績
　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別の名称 生産高（千円）

油脂部門 3,812,504

油粕部門 1,070,128

石けん・化粧品部門 186,000

その他部門 64,573

合計 5,133,207

　（注）１．金額は生産価格によります。
２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績
　当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別の名称 仕入高（千円）

油脂部門 204,032

油粕部門 10,457

石けん・化粧品部門 11,608

その他部門 20,329

合計 246,427

　（注）１．金額は仕入価格によります。
２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況
当社グループは受注生産を行っておりません。

(4）販売実績
当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別の名称 売上高（千円）

油脂部門 4,908,051

油粕部門 1,395,161

石けん・化粧品部門 243,086

その他部門 93,278

合計 6,639,578

　（注）１．金額は売上価格によります。
２．当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月 1日
至　平成20年12月31日）

販売高 (千円) 割合（％）

 東亜商事㈱ 666,469 10.0

３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機の影響が国内実体経済にも急速に波及し、企

業業績の悪化や雇用不安をもたらすとともに個人消費も減退を強めるなど大幅な後退局面を迎えました。

　植物油業界におきましては、原材料となる輸入穀物が未曾有の高値相場から、投機資金の流出などの影響を受けて

一転して値下がり傾向となりましたが、一方で、消費減退の影響から食用油トータルの需要が縮小するなかで、販売

数量が低下するとともに製品価格も低下するなど厳しい経営環境となりました。

　このようななかで、当社グループでは、引続き海外原料や資材を中心に最適な調達に力を注ぐとともに、適正な製

品価格の維持、生産効率の向上やコスト削減に強力に取り組みました。

　なお、株式市場の低迷に伴い投資有価証券評価損として、特別損失7百万円を計上いたしました。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は6,639百万円、経常利益542百万円、四半期純利益314百

万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第２四半期連結会計期間末残高より435百万

円減少しましたので、1,063百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において、営業活動の結果使用した資金は1,011百万円となりました。これは主に仕入

債務の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において、投資活動の結果使用した資金は226百万円となりました。これは主に有形固

定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において、財務活動の結果獲得した資金は802百万円となりました。これは主に借入金

の増加によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、20百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の拡充、改修　

　　　　について完了したものは、次のとおりであります。　

　①　拡充

　ボーソー油脂株式会社及び関係会社において、前四半期連結会計期間末に計画しておりましたなかで、抽出設備

24,635千円、精製・化工設備25,030千円、ボイラ設備83,988千円、その他設備7,146千円は、平成２０年１０月から操業

を開始しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年2月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,060,000 16,060,000
㈱東京証券取引所

市場第二部

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は1,000株であ

ります。　　　　

計 16,060,000 16,060,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～
平成20年12月31日 － 16,060 － 1,351,300 － 814,596

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     74,000 － 　単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,931,000 15,931 　同上

単元未満株式 普通株式     55,000 － －

発行済株式総数 16,060,000 － －

総株主の議決権 － 15,931 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が78,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数78個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ボーソー油脂㈱

東京都中央区日本橋

本石町四丁目５番１

２号

74,000 ― 74,000 0.46

計 － 74,000 ― 74,000 0.46

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 199 181 194 214 218 195 172 197 179

最低（円） 152 163 175 175 185 163 126 160 164

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,166,822 2,005,023

受取手形及び売掛金 5,486,924 4,687,490

製品 726,583 860,343

半製品 2,489 2,256

原材料 1,236,498 1,034,331

仕掛品 312,614 314,411

その他 150,867 151,463

貸倒引当金 △6,266 △5,224

流動資産合計 9,076,534 9,050,096

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 546,646 571,083

機械装置及び運搬具（純額） 1,876,583 2,055,440

土地 1,506,967 1,506,967

その他（純額） 334,298 48,810

有形固定資産合計 ※1
 4,264,496

※1
 4,182,302

無形固定資産 ※2
 30,499

※2
 41,483

投資その他の資産

投資有価証券 176,537 226,560

その他 542,677 493,161

貸倒引当金 △3,288 △3,288

投資その他の資産合計 715,926 716,432

固定資産合計 5,010,922 4,940,219

資産合計 14,087,456 13,990,315
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 3,771,381 5,277,724

短期借入金 2,471,300 2,040,550

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

未払法人税等 528,515 152,117

賞与引当金 56,603 110,126

役員賞与引当金 － 6,140

その他 576,500 466,725

流動負債合計 7,504,300 8,153,384

固定負債

社債 50,000 100,000

長期借入金 941,737 879,850

退職給付引当金 408,362 367,753

役員退職慰労引当金 184,222 189,768

負ののれん ※2
 12,761

※2
 13,495

その他 431,357 466,942

固定負債合計 2,028,441 2,017,810

負債合計 9,532,741 10,171,194

純資産の部

株主資本

資本金 1,351,300 1,351,300

資本剰余金 814,596 814,596

利益剰余金 2,369,760 1,608,283

自己株式 △14,928 △14,756

株主資本合計 4,520,729 3,759,423

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 32,199 57,256

評価・換算差額等合計 32,199 57,256

少数株主持分 1,785 2,440

純資産合計 4,554,714 3,819,120

負債純資産合計 14,087,456 13,990,315
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 20,661,433

売上原価 17,297,763

売上総利益 3,363,670

販売費及び一般管理費 ※1
 1,818,002

営業利益 1,545,668

営業外収益

受取利息 2,019

受取配当金 3,071

負ののれん償却額 734

その他 33,432

営業外収益合計 39,258

営業外費用

支払利息 48,875

その他 5,241

営業外費用合計 54,117

経常利益 1,530,809

特別利益

投資有価証券売却益 7,446

特別利益合計 7,446

特別損失

固定資産除却損 91,332

投資有価証券評価損 7,315

特別損失合計 98,648

税金等調整前四半期純利益 1,439,607

法人税、住民税及び事業税 613,954

法人税等調整額 △15,102

法人税等合計 598,851

少数株主損失（△） △654

四半期純利益 841,409
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 6,639,578

売上原価 5,477,449

売上総利益 1,162,128

販売費及び一般管理費 ※1
 607,595

営業利益 554,532

営業外収益

受取利息 68

受取配当金 1,078

負ののれん償却額 244

その他 4,305

営業外収益合計 5,697

営業外費用

支払利息 16,372

その他 1,668

営業外費用合計 18,041

経常利益 542,188

特別損失

固定資産除却損 1

投資有価証券評価損 7,315

特別損失合計 7,316

税金等調整前四半期純利益 534,871

法人税、住民税及び事業税 212,992

法人税等調整額 7,861

法人税等合計 220,853

少数株主損失（△） △253

四半期純利益 314,271
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,439,607

減価償却費 322,956

負ののれん償却額 △734

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,041

持分法による投資損益（△は益） △61

受取利息及び受取配当金 △5,090

支払利息 48,875

投資有価証券売却損益（△は益） △7,446

固定資産除却損 91,332

投資有価証券評価損益（△は益） 7,315

売上債権の増減額（△は増加） △799,433

たな卸資産の増減額（△は増加） △66,842

仕入債務の増減額（△は減少） △1,506,343

その他 8,240

小計 △466,583

利息及び配当金の受取額 5,044

利息の支払額 △48,665

法人税等の支払額 △239,038

営業活動によるキャッシュ・フロー △749,242

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △976

投資有価証券の売却による収入 9,430

有形固定資産の取得による支出 △420,715

貸付けによる支出 △3,500

貸付金の回収による収入 4,955

その他 △20,969

投資活動によるキャッシュ・フロー △431,777

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 4,289,800

短期借入金の返済による支出 △3,869,050

長期借入れによる収入 370,000

長期借入金の返済による支出 △298,112

配当金の支払額 △79,648

その他 △50,171

財務活動によるキャッシュ・フロー 362,817

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △818,201

現金及び現金同等物の期首残高 1,881,905

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,063,703
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更
　たな卸資産
　　第１四半期連結会計期間より「棚卸資
産の評価に関する会計基準」（企業会
計基準第９号　平成18年７月５日）を
適用し、主として総平均法による原価
法（貸借対照表価額については収益性
の低下に基づく簿価切下げの方法）に
より算定しております。
  これによる損益に与える影響はあり
ません。

 （２）リース取引に関する会計基準の適用

　　所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりま

したが、「リース取引に関する会計基

準」（企業会計基準第13号（平成５年

６月17日（企業会計審議会第一部会）、

平成19年３月30日改正））及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会

計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始す

る連結会計年度に係る四半期連結財務

諸表から適用することができることに

なったことに伴い、第１四半期連結会計

期間からこれらの会計基準等を適用し、

通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。また、所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引に係るリース資産

の減価償却の方法については、リース期

間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法を採用しております。

　　なお、リース取引開始日が適用初年度前

の所有権移転外ファイナンス・リース

取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理を引き続き採

用しております。

　　これによる損益に与える影響は軽微で

あります。

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、9,417,904千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、9,122,191千円で

あります。

※２　無形固定資産であるのれんと相殺した差額を記載し

ております。

なお、相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん　　　　　　　　         6,225千円

負ののれん　　　　　          18,986千円

　

※２　無形固定資産であるのれんと相殺した差額を記載し

ております。

なお、相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん　　　　　　　　　　　7,555千円

負ののれん　　　　　　 　　21,051千円

　

　３．受取手形割引高は      155,000千円であります。

　　　 受取手形裏書譲渡高は、 20,000千円であります。

　３．受取手形割引高は       20,000千円であります。

　　　 受取手形裏書譲渡高は、 14,672千円であります。

※４　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機

関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものと

して処理しております。当第３四半期連結会計期間

末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

支払手形 31,173千円

割引手形 253,273千円

　────

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額　　

は次のとおりであります。

　

荷造運送費  849,649 千円

給料・賞与手当      290,189  

退職給付引当金繰入額    34,818  

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額　　

は次のとおりであります。

　

荷造運送費 289,621 千円

給料・賞与手当       96,381  

退職給付引当金繰入額     11,801  
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成20年12月31日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定   1,166,822    

預入期間が３か月を超える定期預金    △103,118

　

現金及び現金同等物    1,063,703    

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  16,060,000株

　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  74,435株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 79,932 5.0  平成20年３月31日  平成20年６月30日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　全セグメントの売上高及び営業利益の合計額に占める油脂の製造及び販売事業の割合が、いずれも90％超である

　ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計額に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省

　略しております。

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　その他有価証券で時価のあるもので、事業の運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に

　比べて著しい変動が認められるものがありません。

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないので、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 284.82円 １株当たり純資産額 238.74円

２．１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額       52.63円

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額
―　

１株当たり四半期純利益金額      19.66円

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額
―　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 841,409 314,271

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 841,409 314,271

期中平均株式数（株） 15,986,135 15,985,565

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２１年２月４日

ボーソー油脂株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮崎　敬之　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田島　幹也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているボーソー油脂株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ボーソー油脂株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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